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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第71期
第２四半期
連結累計期間

第72期
第２四半期
連結累計期間

第71期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年９月30日

自 2019年４月１日
至 2019年９月30日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (千円) 15,605,064 14,033,658 31,295,945

経常利益 (千円) 1,067,368 878,386 2,037,248

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 811,368 708,221 1,462,915

四半期包括利益
又は包括利益

(千円) 487,111 457,092 735,483

純資産額 (千円) 22,301,767 22,470,588 22,550,138

総資産額 (千円) 35,994,967 35,351,996 36,608,674

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 97.92 85.57 176.55

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 62.0 63.6 61.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 431,476 1,597,928 1,894,992

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △343,642 △1,378,180 △974,212

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △656,931 △650,861 △932,315

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 5,966,305 6,066,283 6,510,851
 

 

回次
第71期
第２四半期
連結会計期間

第72期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2018年７月１日
至 2018年９月30日

自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

１株当たり四半期
純利益金額

(円) 44.88 55.10
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

① 経営成績

当第２四半期連結累計期間における経済情勢は、米中貿易摩擦の長期化・深刻化による中国の景気減速や、中東

情勢の緊迫化に伴う地政学リスクの高まりなどから、世界経済の減速傾向が顕著になり、国内においても輸出や生

産活動が低迷するなど、先行き不透明かつ厳しい状況にありました。

このような状況のもと、当社グループは、アジア地域での事業規模拡大と収益性向上、革新的な材料・技術開発

による事業領域の拡大を果たすために、中国市場での大型液晶ディスプレイ関連分野の需要拡大に応じた生産能力

増強や市場・顧客ニーズを先取りした製品開発・提案力の強化による既存事業の収益基盤の強化、高付加価値製品

領域へのリソースシフトやグループ全体での販売・開発・生産体制の最適化等による事業構造改革の推進、技術革

新が進む自動車・ヘルスケア分野等での他社協業など自前主義からの脱却による新たな事業領域の創出に取り組ん

でおります。

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、中国の景気減速や液晶ディスプレイ関連の需要低迷の影響を

受けてケミカルズの販売が減少したことなどにより、売上高は140億33百万円（前年同期比10.1％減）となりまし

た。　

利益面では、原料価格や経費の低減に努めたものの、販売減による減益をカバーするには至らず、人民元安に伴

う為替差損を計上したこともあり、経常利益は8億78百万円（前年同期比17.7％減）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は7億8百万円（前年同期比12.7％減）となりました。

セグメントの状況は、以下のとおりです。

＜ケミカルズ＞

ケミカルズについては、売上高124億75百万円（前年同期比9.0％減）となりました。製品別の状況は、以下のと

おりです。　

粘着剤関連製品は、液晶ディスプレイ関連分野での生産調整等の影響を受けて販売数量が減少したことなどによ

り、売上高は78億77百万円（前年同期比4.9％減）となりました。　

微粉体製品は、中国市場での光拡散フィルム用途向けは堅調に推移したものの、電子部品関連用途向けの販売数

量が減少したことなどにより、売上高は12億80百万円（前年同期比11.9％減）となりました。　

特殊機能材製品は、中国市場における電子材料用途向けの販売数量が減少し、売上高は11億85百万円（前年同期

比29.5％減）となりました。　

加工製品は、中国市場における機能性粘着テープの販売が電子情報機器用途の一部で回復したものの、総じて販

売数量が減少したことにくわえ、人民元安の影響を受けて売上高は21億32百万円（前年同期比7.1％減）となりまし

た。　

＜装置システム＞

装置システムについては、国内設備投資に慎重な動きが見られるなか、設備関連の工事完成高が前年同期を下回

り、売上高は15億58百万円（前年同期比17.8％減）となりました。　
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② 財政状態

当第２四半期連結会計期間末（以下「当期末」という。）の総資産は、前連結会計年度末（以下「前期末」とい

う。）に比べて12億56百万円減少し、353億51百万円となりました。　

流動資産は、受取手形及び売掛金、たな卸資産、有価証券が減少したことなどにより、前期末に比べ18億85百万

円減少し、196億57百万円となりました。　

固定資産は、有形固定資産が増加したことなどにより、前期末に比べ6億28百万円増加し、156億94百万円となり

ました。　

一方、負債については支払手形及び買掛金、賞与引当金が減少したことなどにより、前期末に比べ11億77百万円

減少し、128億81百万円となりました。　

当期末における純資産は、利益剰余金が増加したものの、自己株式の取得、為替換算調整勘定の減少などによ

り、前期末に比べ79百万円減少し、224億70百万円となりました。　

この結果、自己資本比率は前期末61.6％から2.0ポイント増加し63.6％となりました。　

 
(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ4億44百万円減少し、60億66百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりで

あります。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は、15億97百万円（前年同四半期は4億31百万円の増加）となりました。　

これは、主に税金等調整前四半期純利益8億86百万円、減価償却費6億29百万円、売上債権の減少7億58百万円など

による増加と、仕入債務の減少5億87百万円などに伴う減少によるものであります。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果減少した資金は、13億78百万円（前年同四半期は3億43百万円の減少）となりました。　

これは、主に有形固定資産の取得12億68百万円などによるものであります。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果減少した資金は、6億50百万円（前年同四半期は6億56百万円の減少）となりました。　

これは、主に長期借入金の返済1億20百万円、配当金の支払額4億54百万円などに伴う減少によるものでありま

す。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は7億円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(5) 主要な設備

当四半期報告書提出日現在における主要な設備の新設の計画は次のとおりであります。

会社名
事業所名

(所在地)

セグメント

の名称
設備の内容

投資予定額

着手年月
完了予定

年月
総額 既支払額

綜研高新材料

(南京)

有限公司

中国

江蘇省南京市
ケミカルズ 粘着剤生産設備 125百万元 １百万元 2018年11月 2021年３月

綜研化学

株式会社

浜岡事業所

静岡県御前崎市
ケミカルズ 粘着剤製造設備 2,080百万円 596百万円 2019年１月 2019年12月

綜研化学

株式会社

浜岡事業所

静岡県御前崎市
ケミカルズ

粘着剤製造付帯作業

及び物流関連施設
1,400百万円 ― 2019年８月 2021年１月

 

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

EDINET提出書類

綜研化学株式会社(E01055)

四半期報告書

 5/21



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 33,200,000

計 33,200,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年11月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,300,000 8,300,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。
また、単元株式数は100株であ
ります。

計 8,300,000 8,300,000 ― ―

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年７月１日～
 2019年９月30日

－ 8,300,000 － 3,361,563 － 3,402,809
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(5) 【大株主の状況】

2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED
STOCK　FUND（PRINCIPAL　ALL　
SECTOR　SUBPORTFOLIO）
（常任代理人 株式会社三菱UFJ
銀行）

245 SUMMER STREET BOSTON,
MA 02210 U.S.A.
（東京都千代田区丸の内二丁目７－１）

660 8.03

東京中小企業投資育成株式会社 東京都渋谷区渋谷三丁目２９－２２ 333 4.05

綜研化学従業員持株会 東京都豊島区高田三丁目２９－５ 263 3.20

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８－１１ 183 2.23

中島　幹 東京都世田谷区 172 2.10

吉田　喜一 大阪市天王寺区 141 1.72

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１－２ 135 1.64

資産管理サービス信託銀行株式
会社（証券投資信託口）

東京都中央区晴海一丁目８－１２
晴海トリトンスクエアタワーＺ棟

127 1.55

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町一丁目５－５ 120 1.46

BNYM　SA/NV　FOR　BNYM　FOR　
BNY　GCM　CLIENT　ACCOUNTS　
M　LSCB　RD
（常任代理人 株式会社三菱UFJ
銀行）

1 CHURCH PLACE, LONDON, E14 5HP UK
（東京都千代田区丸の内二丁目７－１）

115 1.40

計 ― 2,251 27.40
 

 (注) １．株式数は、いずれも千株未満を切り捨てて表示しております。また、発行済株式数に対する所有

          株式数の割合は、いずれも少数点以下第２位未満を四捨五入して表示しております。

 ２．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

       日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社             183千株

       資産管理サービス信託銀行株式会社                     127千株
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2019年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式
 
―

 
―

 
―

 

議決権制限株式(自己株式等)
 
―

 
―

 
―

 

議決権制限株式(その他)
 
―

 

 
―

 

 
―

 

完全議決権株式(自己株式等)
  (自己保有株式)
普通株式 83,900
 

―
 
―

 

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,212,200
 

82,122
 
―

 

単元未満株式 普通株式 3,900
 

―
 

１単元（100株）未満の株式
 

発行済株式総数 8,300,000 ― ―

総株主の議決権 ― 82,122 ―

 

 (注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式24株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2019年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
綜研化学株式会社

東京都豊島区
高田三丁目29番５号

83,900
 
―

 
83,900 1.01

計 ― 83,900
 
―

 
83,900 1.01

 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(１) 役職の異動

 

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

常勤監査役 監査役 榎本　稔 2019年９月25日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2019年７月１日から2019年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、ＰｗＣあらた有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,010,851 3,566,283

  受取手形及び売掛金 ※4  9,466,666 8,661,530

  電子記録債権 505,887 444,013

  有価証券 3,500,000 2,500,000

  商品及び製品 3,673,515 3,027,324

  仕掛品 49,794 104,197

  原材料及び貯蔵品 1,035,909 1,053,997

  その他 315,408 311,378

  貸倒引当金 △14,761 △10,880

  流動資産合計 21,543,270 19,657,845

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 ※2  14,109,841 ※2  14,107,608

    減価償却累計額 △7,824,062 △7,975,989

    建物及び構築物（純額） 6,285,778 6,131,619

   機械装置及び運搬具 ※2  17,305,051 ※2  17,142,444

    減価償却累計額 △13,870,264 △13,979,738

    機械装置及び運搬具（純額） 3,434,786 3,162,706

   土地 ※2  1,233,158 ※2  1,239,626

   建設仮勘定 750,025 1,660,822

   その他 ※2  2,438,876 ※2  2,495,364

    減価償却累計額 △1,908,447 △1,933,363

    その他（純額） 530,428 562,001

   有形固定資産合計 12,234,177 12,756,776

  無形固定資産   

   その他 254,673 367,136

   無形固定資産合計 254,673 367,136

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,030,735 976,528

   関係会社出資金 159,753 163,161

   繰延税金資産 830,346 810,805

   その他 558,838 622,862

   貸倒引当金 △3,120 △3,120

   投資その他の資産合計 2,576,553 2,570,237

  固定資産合計 15,065,404 15,694,151

 資産合計 36,608,674 35,351,996
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 6,660,764 5,868,249

  短期借入金 1,206,811 1,238,997

  1年内返済予定の長期借入金 240,000 240,000

  未払法人税等 105,730 129,448

  賞与引当金 584,821 403,818

  役員賞与引当金 49,000 20,000

  完成工事補償引当金 9,300 3,900

  工事損失引当金 3,850 5,638

  その他 1,903,983 1,797,361

  流動負債合計 10,764,262 9,707,412

 固定負債   

  長期借入金 1,360,000 1,240,000

  退職給付に係る負債 1,914,431 1,913,607

  その他 19,841 20,387

  固定負債合計 3,294,273 3,173,995

 負債合計 14,058,535 12,881,407

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,361,563 3,361,563

  資本剰余金 3,383,088 3,391,214

  利益剰余金 14,819,607 15,072,094

  自己株式 △11,340 △100,373

  株主資本合計 21,552,918 21,724,498

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 348,584 310,312

  為替換算調整勘定 818,985 594,112

  退職給付に係る調整累計額 △170,349 △158,334

  その他の包括利益累計額合計 997,219 746,090

 純資産合計 22,550,138 22,470,588

負債純資産合計 36,608,674 35,351,996
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 15,605,064 14,033,658

売上原価 11,054,157 9,553,407

売上総利益 4,550,907 4,480,250

販売費及び一般管理費 ※  3,439,220 ※  3,436,062

営業利益 1,111,687 1,044,187

営業外収益   

 受取利息及び配当金 18,743 19,743

 持分法による投資利益 1,720 8,784

 補助金収入 42,687 29,231

 雑収入 19,091 30,066

 営業外収益合計 82,243 87,826

営業外費用   

 支払利息 37,101 31,104

 為替差損 78,740 189,411

 雑損失 10,720 33,111

 営業外費用合計 126,562 253,627

経常利益 1,067,368 878,386

特別利益   

 固定資産売却益 730 －

 投資有価証券売却益 － 16,135

 特別利益合計 730 16,135

特別損失   

 固定資産除売却損 8,495 7,780

 特別損失合計 8,495 7,780

税金等調整前四半期純利益 1,059,603 886,741

法人税等 248,234 178,519

四半期純利益 811,368 708,221

親会社株主に帰属する四半期純利益 811,368 708,221
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 811,368 708,221

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 8,152 △38,271

 為替換算調整勘定 △343,177 △220,029

 退職給付に係る調整額 16,080 12,015

 持分法適用会社に対する持分相当額 △5,313 △4,844

 その他の包括利益合計 △324,257 △251,129

四半期包括利益 487,111 457,092

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 487,111 457,092
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,059,603 886,741

 減価償却費 669,136 629,857

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △15,935 △3,865

 賞与引当金の増減額（△は減少） △221,522 △181,003

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 24,503 16,788

 完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 4,600 △5,400

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △37,500 △29,000

 工事損失引当金の増減額（△は減少） 209 1,788

 受取利息及び受取配当金 △18,743 △19,743

 支払利息 37,101 31,104

 為替差損益（△は益） 37,951 84,412

 補助金収入 △42,687 △29,231

 固定資産除売却損益（△は益） 7,765 7,780

 投資有価証券売却損益（△は益） － △16,135

 持分法による投資損益（△は益） △1,720 △8,784

 売上債権の増減額（△は増加） △423,725 758,282

 仕入債務の増減額（△は減少） △295,297 △587,722

 たな卸資産の増減額（△は増加） △924 523,774

 未払消費税等の増減額（△は減少） 81,533 △72,718

 その他 △114,442 △317,080

 小計 749,901 1,669,845

 利息及び配当金の受取額 18,744 19,744

 補助金の受取額 42,687 29,231

 利息の支払額 △37,352 △32,254

 法人税等の支払額 △342,504 △88,638

 営業活動によるキャッシュ・フロー 431,476 1,597,928

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △280,570 △1,268,453

 有形固定資産の売却による収入 30 171

 無形固定資産の取得による支出 △55,744 △130,024

 投資有価証券の取得による支出 △8,405 △10,483

 投資有価証券の売却による収入 － 29,519

 その他 1,048 1,090

 投資活動によるキャッシュ・フロー △343,642 △1,378,180
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の増減額（△は減少） 41,725 21,086

 長期借入金の返済による支出 △120,000 △120,000

 自己株式の取得による支出 － △97,177

 配当金の支払額 △578,656 △454,769

 財務活動によるキャッシュ・フロー △656,931 △650,861

現金及び現金同等物に係る換算差額 △57,990 △13,454

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △627,088 △444,567

現金及び現金同等物の期首残高 6,593,394 6,510,851

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  5,966,305 ※  6,066,283
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

 
当第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

　会計方針の変更

国際財務報告基準を適用している在外連結子会社は、第１四半期連結会計期間より、国際財務報告基準第16号

「リース」を適用しております。なお、当該会計基準の適用が四半期連結財務諸表に及ぼす影響は軽微でありま

す。
 

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

 税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

１ 当座貸越契約及び貸出コミットメントについて

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約を締結し

ております。これら契約に基づく当第２四半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

当座貸越極度額及び
貸出コミットメントの総額

2,300,000千円 2,300,000千円

借入実行残高 － 千円 － 千円

   差引 2,300,000千円 2,300,000千円
 

 

※２ 固定資産圧縮記帳

国庫補助金等受入により取得価額から直接減額した価額の内訳

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

建物 65,489千円 65,309千円

機械装置 284,089千円 283,159千円

土地 33,170千円 33,170千円

その他 8,915千円 8,915千円
 

 

３ 受取手形裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

 716,551千円 455,407千円
 

 

※４ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

なお、前連結会計年度末日が休日であったため、次の期末日満期手形を満期日に決済が行われたものとして処理

しております。

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

受取手形 140,720千円 － 千円
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(四半期連結損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

給与手当 788,916千円 790,716千円

賞与引当金繰入額 186,578千円 175,123千円

役員賞与引当金繰入額 22,500千円 20,000千円

退職給付費用 59,761千円 54,877千円

貸倒引当金繰入額 △15,935千円 △3,865千円

研究開発費 762,760千円 700,132千円

荷造運搬費 418,035千円 409,058千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

現金及び預金勘定 2,466,305千円 3,566,283千円

有価証券 3,500,000千円 2,500,000千円

現金及び現金同等物 5,966,305千円 6,066,283千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2018年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 580,025 70 2018年３月31日 2018年６月27日
 

　(注) １株当たり配当額には特別配当10円、記念配当10円が含まれております。

 
２. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

   該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2019年６月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 455,734 55 2019年３月31日 2019年６月26日
 

 
２. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

   該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２ケミカルズ 装置システム 計

売上高      

  外部顧客への売上高 13,710,158 1,894,906 15,605,064 － 15,605,064

  セグメント間の
  内部売上高又は振替高

114 7,180 7,294 △7,294 －

計 13,710,273 1,902,086 15,612,359 △7,294 15,605,064

セグメント利益 953,486 124,790 1,078,276 33,410 1,111,687
 

 (注)１．セグメント利益の調整額33,410千円は、セグメント間取引消去であります。

 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２ケミカルズ 装置システム 計

売上高      

  外部顧客への売上高 12,475,389 1,558,268 14,033,658 － 14,033,658

  セグメント間の
  内部売上高又は振替高

175 95 270 △270 －

計 12,475,565 1,558,363 14,033,928 △270 14,033,658

セグメント利益 922,033 86,708 1,008,741 35,446 1,044,187
 

 (注)１．セグメント利益の調整額35,446千円は、セグメント間取引消去であります。

 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 97円92銭 85円57銭

 (算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 811,368 708,221

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する
 四半期純利益金額(千円)

811,368 708,221

 普通株式の期中平均株式数(千株) 8,286 8,276
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2019年11月７日

綜研化学株式会社

取締役会  御中

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小 林  昭 夫 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 五 代  英 紀 印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている綜研化学株式会

社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、綜研化学株式会社及び連結子会社の2019年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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